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Abstract

The mode of occurrence and lithofacies were examined in detail for

some megafossil-bearing blocks found in mudstones of the Oriai For-

mation, in the lower part of the Imaidani Group in the Shirokawa area,

western Shikoku, which is an equivalent of the Torinosu Group. These

sandy siltstone blocks have irregular contacts with mudstone. These

blocks are composed mostly of intensively bioturbated, massive or

poorly-stratified sandy siltstone, and yield megafossils, such as bra-

chiopod, bivalve, echinoid, ammonite, plant fossils and so on.

Ammonite Hybonoticeratid species newly found from a few blocks mdi-

cate middle Kimmeridgian to early Tithoman age. Microscopic obser-

vation of HF-etched surface of argillites shows that the grain-size of

plant debris contained in the sandy siltstone blocks are larger than

those in the surrounding mudstone.

The mode of occurrence of the sandy siltstone blocks and differences

in litho-and biofacies between the blocks and the surrounding mud-

stone indicate that the sandy siltstones are not interbeded with mud-

stone but are included as allochthonous blocks. These blocks were

originally accumulated in shallower marine, probably environment and

were brou,ght into a deeper environment of shelf slope. The mixing of

the allochthonous blocks with surrounding mudstones took place in

early Tithonian.

Key words: megafossils, allochthonous block, Imaidani Group, Oriai For-

mation, Torinosu Group, Late Jurassic, ammonite, Ehime Prefecture

は　じ　め　に

鳥巣層群は西南日本外帯に分布する上部ジュラ系～下部白

亜系の陸棚相砕屑岩層である.烏巣層群は陸棚型とされる鳥

巣式石灰岩を含むことで特徴づけられる(蔵田, 1940;木札

1956).本層群の模式地は高知県佐川地域にあり,その相当

層は九州から関東山地まで広く分布する(田札1960など).

例えば,佐川地域の秩父累帯南帯では,付加体である斗鴛野

層群の上位に七良各層,そして鳥巣層群がその被覆層として

累重している(Matsuoka, 1992).

鳥巣層群から産出する大型化石の研究は古くからなされ,

Yehara (1926), Kobayashi (1935), Sato (1962)などによ

るアンモナイトの記載, Kimura (1956)による二枚貝の記

載や, Tamura (1961)による総括的研究などがあり,地層

の年代決定に役立ってきた.また,鳥巣式石灰岩に関しては,

詳細な堆積学的研究がなされている(Kano, 1988;森野,

1992など).近年では,放散虫化石に基づく年代データの蓄

積が進められ(市川ほか, 1982; Aita and Okada, 1986; Ma-

tsuoka and Yao, 1990など),付加体と関連させた構造発達
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史のモデルも云されている(Matsuoka, 1992).しかしなが

ら,石灰岩相以外も含めた鳥巣層群全体の堆積環境に関する

研究は,十分とはいえない.

愛媛県城川地域の秩父累香南帯に属する地層は,市川ほか

(1956)および中川ほか(1959)によって,南から高川層
ふるいち

群,古市累層および今井谷層群に区分された.このうち今井
おりあLl

谷層群は鳥巣層群に相当し,下部の下相累層と上部の中津川

累層とに区分されている(中川ほか, 1959).さらに彼らは,

中津川累層の砂岩や泥岩から,二枚貝,アンモナイトなどの

大型化石を報告している.高川層群は,高知県佐川地域を模

式地とする斗鴛野層群(中称1931;松岡, 1984再定義)の

西方延長にあたるため,松岡(1998)はこれを斗葉野層群と

呼んでおり,本論文でもこれを踏襲する.なお,中川ほか

(1959)が地層名を定義した時点では｢累層｣という表現が

用いられたが,本論文では｢層｣と表記する.

筆者らは,城川地域下相付近の黒瀬川河床に露出する今井

谷層群下相層において,アンモナイトや二枚貝などの大型化

石を産する泥賛岩を発見した.本研究の結果,この泥質岩は

泥岩基質中に含まれる異地性岩塊であることが明らかになっ
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Fig.l. Index map showing the study area. Base map after l:50,000-scale topographic maps, "Unomachi 'and "Yusuhara

Geographical Survey Institute of Japa乱

た.本論文では,下相層の岩相層序を示すとともに,野外に

おける含大型化石泥質岩岩塊の産状を詳細なスケッチを示し

て記載する.また,泥賛岩岩塊に含まれる大型化石の種類や

産状･産出量について報菖する.さらに,異地性岩塊と基質

との違いをより明確にするために,泥賛岩試料にフッ化水素

酸エッチング処理を施し,泥質岩の粒度などの観察を行った.

これをもとに,泥賛岩中に含まれる炭賛物の粒径に着目し,

含大型化石泥賛岩と周囲の泥岩との比較を行う.これらの観

察結果をふまえて,今井谷層群の堆積環境について議論し,

含大型化石泥質岩の堆積環境とその混在化について考察す

る.

なお,今井谷層群の層序および地質構造の詳細ならびにア

ンモナイトの古生物記載については,それぞれ別稿で報合す

る予定である.

s^ra　闇　闇

うおなし

調査地域は愛媛県東宇和郡城川町の魚成から下相にかけて

の地域である(Fig.1).調査地域の概略的な地質図をFig.2

に示す.本地域の秩父累帯南帯の地層は,北縁は魚成スラス

ト(池辺, 1936)によって秩父累帯中背の野村層群(市川ほ

か, 1954)と接する.

調査地域に分布する地層のうち,古市層は下位の斗葉野層

群とは断層で接する.古市層から中津川層までは整合一連で

ある.また,これらの地層は,東西性の走向を有し,北に

500から600で傾斜する.古市層と斗賀野層群との境界断層

および魚成スラストも,東西に近い走向をもち,北に中ない

し高角度で傾斜する.

斗賛野層群は,チャートと砂岩を主体とし,泥岩,珪質泥

岩および凝灰岩を伴う.模式地の斗套野層群と同様に,チャ

ート･砕屑岩シークェンスがスラストによって繰り返す覆瓦

状構造をなす.

古市層は,おもに泥岩,凝灰岩からなり,砂岩および砂岩

泥岩互層と少量の石灰岩を伴う.泥岩および凝灰岩は散密で

硬く,一部に菓理構造が見られるほかは,塊状を室するもの

が多い.古市層上部の泥岩中には,径5 cm-2 mの石灰岩

礁および岩塊が含まれることがある.なお,本層の砂岩泥岩

互層中に生症化石が見られる以外には,大型化石は産出して

いない.

今井谷層群下相層では,泥岩および砂岩泥岩互層が卓越す

る.泥岩には砂岩の薄層やレンズが挟まれる.また,泥岩中

には鳥巣式石灰岩の岩塊,アンモナイトを含む含大型化石泥

賛岩岩塊などが挟まれる.下相層の詳しい岩報については後

述する.

今井谷層群中津川層は,下相層と比べると全体に粗粒の岩

相が卓越し,磯岩,砂岩,砂岩泥岩互層および烏巣式石灰岩

などからなる.篠岩はチャートの円篠ないし亜円磯からなる.

砂岩は優白色のアルコース質であり,塊状を呈することが多

い.砂岩泥岩互層をなす砂岩には斜交層理などの堆積構造が

みられる.石灰岩は整合漸移関係で,上下に石灰賛砂岩ない

し石灰質泥岩を伴うことから現地性を示すものと判断され

る.中津川層の基底には凝灰質砂岩泥岩互層が特徴的に見ら

れる.後述する黒瀬川河床や下惣川付近では,下相層の上位

に凝灰賛砂岩泥岩互層が整合に重なる関係が観察できる.

中川ほか(1959)は,今井客層群下相層および中津川層の



武井　雅彦･松岡　篤 2 004-3

Fig.2. Geological map of the Shirokawa area, western Shikoku. Stars indicate the localities of sandy siltstone including

megafossils.

年代について,産出するアンモナイトからジュラ紀新世とし

た.また,八尾ほか(1982)は,産出する放散虫化石群集を

検討し,古市層の年代をジュラ紀新世中･後期,今井谷層群

をジュラ紀新世後期(Tithonia′n)とした.

今井谷層群下相層の岩相層序

城J岬丁下相付近の黒瀬川河床には,古市層から下相層をへ

て中津川層の最下部にいたる地層が約400 mにわたってほ

ぼ連続的に露出し,それらの地層の岩相や層序を詳しく観察

することができる.同河床において作成した100分の1スケ

ールの露頭スケッチを簡略化したものを, Fig.3およびFig.5

に示す.

下相層は,下位の古市層とは整合漸移関係にあり,珪質か

つ硬質な凝灰質泥岩ないし泥岩から,やや軟賛で非珪質な泥

岩へと移化する層準を両層の境界とした.下相層の上位には

中津川層が整合に重なる.中津川層の基底部は凝灰賛砂岩泥

岩互層からなる.

下種層は,主として暗灰色泥岩からなり,砂岩泥岩互層,

砂賛シルト岩,砂岩を挟み,まれに藤岩を伴う.砂岩中の級

化層理から,少なくとも下相付近の黒瀬川河床(Fig.3の範

囲)では,地層は北上位を示すことが確認された.全層塵は

約365 mである.ここでは記載の便宜上,下舶層を,下乱

中部,上部,最上部の4つに区分する(Figs.3, 8).含大塾

化石泥賛岩岩塊を含む層準を中部とし,それより下位を下部,

上位を上部とする.最上部は,石灰岩岩塊を多量に含む地層

からなる.それぞれの層厚は,下部から最上部に向かって,

約100m, 65m, 185m, 15mである.なお,この区分は

本河床において適用するものであり,側方へ追跡できるかど

うかについては,現在のところ評価できない.

下相層の下部は,主として暗灰色の塊状泥岩からなり,タ

ービダイト起源の砂岩泥岩互層,砂岩を伴う.泥岩は,下位

の古市層の泥岩に比べて,非珪質でやや軟質である.また,

一部に薬理の認められる層状泥岩もある.泥岩中には,とこ

ろどころに細粒から中粒の砂岩をレンズ状ないし薄層として

挟むとともに,赤褐色を呈する敏密で非常に硬いノジュール

様の泥賛岩を含む.特に下部の中ほどには,層厚1 mの砂

岩がブロックとして挟まれる.砂岩泥岩互層は,級化層理を

もつ窯色の細粒ないし極細粒砂岩の薄層と,厚さ　10 cm

の泥岩の互層からなる.

下相層の中部は,泥岩,砂嚢シルト岩からなり,砂岩を挟

む.泥岩は暗灰色で塊状を室する部分と,薬理の見られる層

状泥岩とがあり,下相層下部の泥岩と類似している.砂岩は,

細粒ないし極細粒で,薄いレンズ状を室する.砂質シルト岩

は,岩塊として泥岩中に含まれており, 4つの岩塊として認

識される.詳細は次章で述べるが,これらの岩塊は周囲の泥

岩よりも粗粒で,大型化石を多産するという特徴がある.産

出する大型化石は,二枚貝,腕足類,ウニ,アンモナイトな

どである.なお,このような砂賛シルト岩は,黒瀬川河床よ
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Fig.3. Route map showing a major litho-facies of the Oriai

Formation along the Kurose-gawa River.

Fig.4. Photographs showing the occurrence of debris flow

deposits with Torinosu-type limestone clasts in the upper-

most part of the Oriai Formation at the banks of the Kurose-

gawa River near Oriai. a: Matrix supported limestone (Is)

clasts. Small clasts of limestone and tuff are contained in a

calcareous sandstone matrix, b: A large clast of limestone

(Is). c: A block of alternating beds of sandstone and mud-

stone. The hammer is 32.5 cm m length.

り西方の安家谷川沿いと下惣川においても確認されている

(後述).

下相層の上部は,泥岩が卓越し,夕一ビダイトの砂岩泥岩

互層,砂岩,顧岩を伴う.泥岩は暗灰色で塊状を呈し,炭質

物が散在する部分も認められる.砂岩泥岩互層は,層厚10
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20 cmの泥岩と数cm-20 cmの細粒～粗粒砂岩からな

る.砂岩にはしばしば平行薬理が発達し,薬理に沿って炭質

物が濃集することもある.上部の最上部では,砂岩の層厚は

20 cmを超え,リズミカルな砂岩優勢の砂岩泥岩互層とな

る.下位の砂岩泥岩互層と比較すると,砂岩の割合が増す.

互層をなす砂岩にはまれに生痕化石が認められる.また,梶

岩中には頻繁に砂岩を挟む.これらの砂岩は,ブロック化し

たものやレンズ状を室するものが多い.さらに一部にはスラ

ンプ構造を示す砂岩層も認められる.また,一層準のみでは

あるが,チャート篠岩が葬断を受けた泥岩中にレンズ状に挟

まれる.この顧岩は厚さ約1mで,側方には2mほどしか

連続しない.

下相層の義上部は,石灰岩,砂岩,泥岩,砂岩泥岩互層お

よび凝灰岩が,大小様々な岩塊として含まれる顧賛岩からな

る(Fig.4).基質はおもに泥岩からなり,石灰岩藤の基質と

して石灰質砂岩も見られる.石灰岩は,灰色から灰窯色を呈

し,涯音質で,ウニの刺,サンゴおよび二枚貝などの化石を

含み,鳥巣式石灰岩の特徴を備えている.石灰岩は,石灰質

砂岩および泥岩中に径数cmの篠から2 m前後の岩塊として

含まれる.本顧賛岩の下半部には,径数cmの石灰岩藤が濃

集して見られ(Fig.4.a),上部には長径2 m前後の大きな岩

塊が多数集積する産状が認められる(Fig.4.b).これらの石

灰岩磯に対して,凹凸の形態を示す境界面をもって,厚さ約

1.5 mの含磯泥岩層が累重する.顧種は石灰岩,チャートや

細粒砂岩で,円磨された細篠として泥岩基質中に無秩序に含

まれている.最上部に含まれる石灰岩以外の岩塊として,粗

粒砂岩,塊状泥岩,砂岩泥岩互層および凝灰岩が見られる.

砂岩泥岩互層は,長さ約1 mの岩塊として,成層構造を残

した状態で含まれる(Fig.4.c).凝灰岩は,線色を室し,部

分的に岩塊の間を埋めるような産状を示す(Fig.4.a).

含大型化石泥寛若の岩相と産状

下相層中部の含大型化石泥賛岩は, 4つの岩塊として泥岩

中に含まれる.本論文では下位のものからブロック1-4と

よぶ(Fig.5).この4つの岩塊は,塊状あるいは層状を呈す

る砂質シルト岩ないしシルト岩からなり,大型化石を含むと

いう共通点が見られる.ここでは,それぞれの岩塊について,

その大きさ,周囲の地層との関係および岩相について述べ

る.

ブロック1は,最も下位側に位置する岩塊で,その露出範

囲は東西約10m,南北7mである.岩塊の南縁は,砂岩を

レンズ状に挟む泥岩と,走向･傾斜がN67-W・72｡Nの

断層によって接している(Fig.6.a).断層面を挟んで幅約50

cmが香断帯となっている(Fig.6.b).岩塊の北縁は,西側

約3 mについてはN58- W走向の断層によって泥岩と接し

ている.東側では泥岩と密着しており,泥岩層に取り囲まれ

ているように見える.本岩塊の岩辛目は暗灰色の砂賛シルト岩

で,塊状を呈する.径約5 cmの球状を室する泥質ノジュー

ルがところどころに含まれる.この岩塊からは,アンモナイ

トが1個体得られた(Fig.5.c).

ブロック2の見かけ上の大きさは約10×5mである.岩

2004-3

塊の西縁以外では,周囲の泥岩との接触関係が観察できる.

南縁については,凹凸状の形態を示す不規則な境界面で泥岩

と密着している.両者の間には,漸移関係は認められない.

北緑から東縁にかけても,泥岩とは漸移せず密着している.

岩榔まシルト岩もしくは砂賛シルト岩である.岩塊の南縁付

近では成層構造が保存され　その層理面はN64｡W・20oN

の走向･傾斜を示す.

ブロック3は4つの岩塊の中では見かけ上最大で,その露

出範囲は20 × 15m以上である.岩塊の北縁は,幅およそ1

mの香断帯を伴う東西性の断層で泥岩と接している.露出不

良のため,北縁部以外での周囲との関係は不明である.岩相

は砂賛シルト岩ないしシルト岩である.全体に生物擾乱を受

けて塊状をなし,明瞭な堆積構造は見られない.岩塊の中ほ

どには,直径1-7 cmの硬質なノジュールが多数含まれ

る.他の岩塊に比べて研化石が目立ち,長さ数cmの植物片

を多量に含む.また,二枚貝や腕足類などの大型化石の産出

頻度も高く,アンモナイトが3個体得られた(Fig.5.b).

ブロック4の露出範囲はおよそ14×12mである.岩塊

の東緑では,周囲の泥岩とは入り組んだ状態で接しているこ

とが観察できる.これは,泥岩の上位に低角度で岩塊が重な

っているためである.岩塊と泥岩との境界面の平均的な走

向･傾斜は, N25-W・20-Nである.岩塊のすぐ東側の泥

岩中に挟まれる砂岩層の走向･傾斜はN80◇W・500Nとな

っており,境界面とは斜交する.両者は,明らかに漸移関係

にはない.北綾部は,砂賛シルト岩が小ブロックとして,梶

岩中に取り込まれているように見える.本岩塊の岩相は,シ

ルト岩および砂質シルト岩である.他の岩塊に比べてやや細

粒,散密であり,層状を呈する部分がある.岩塊の南縁付近

からアンモナイトが1個体得られた.

泥n着着塊に含まれる大型化石

これまでの調査において,古市層や今井谷層群下相層の大

半を占める泥岩層からは,大型化石を発見していない.しか

しながら,黒瀬川河床の下相層において見出した4つの泥賛

岩岩塊は,多数の大型化石を含むことが明らかとなった.こ

こでは,泥賛岩岩塊から産出した化石の種類ごとに,その産

状,産出量などについて述べる.

腕足動物化石はブロック1 -4のすべての岩塊から産出し

た.多くはRhynchonella sp.である.小型のものがほとん

どで,殻長,殻幅はともに1 cm前後である.合弁個体とし

て散点的に含まれ,殻体は変形を受けず,数も保存されてい

るものが多い.泥嚢岩岩塊から産出する大型化石の中では最

も産出量が多く,これまでに合計30個体以上を得ている.

二枚貝化石は腕足動物化石と同様に,ブロック1 -4のす

べてから産出したNuculana sp｡ Entolium sp.およびカ

キ類などが含まれる.二枚貝類の大きさは,殻長,殻高とも

に1 cm程度と小型で,合弁の個体として産出することが多

い.しかしながら,保存状態は不良で,殻は溶解しているも

のが多い.腕足動物化石に次いで産出頻度が高く, 20個体以

上を得た.

ウニ類の化石は,ブロック3および4から産出した.特に
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Fig.5. Sketch maps showing the occurrence of allochthonous sandy siltstone blocks. Photographs (a, b and c) show the mode

of occurrence ofmegafossils in the blocks, a: Four echinoid bodies in block 3. b: An ammonite Perisphinctidae gen. et sp. mdet.

in block 3. c: An ammonite Hybonoticeras cf. hybonotum Oppel in block 1.
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Fig.6. Outcrop photograph showing the boundary between an allochthonous block (block 1) and mudstone of the Oriai For-

mation. a: Mudstone containing thin sandstone layers, b: Shear zone, c: Lower part of the massive sandy siltstone block. The

locality is shown in Fig.5. The hammer is 32.5 cm in length.

ブロック3においては,ブンブクウニ短の数個体が密集して

いる産状が見られた(Fig.5.a).ウニ類の化石は,殻体全体

が保存されており,保存状態は良好である.ブロック3から

は7個体,ブロック4からは3個体を発見した.

アンモナイト化石は, 5個体が得られた.ブロック1から

は, Hybonoticeras cf. hybonotum Oppelを発見した

(Fig.5.c).この個体は,圧密を受けてやや后平化した内型か

らなり,直径は約11cmである.ブロック3からは,

Hybonoticeras sp.およびPerisphinctidae科の未定種

(Fig.5.b)が産出した. Fig.5.bに産状を示した個体は,やや

風化した螺環の一部である.ブロック4からは, Hybono-

ticeras sp.の螺環の破片を発見した.

また,上述した以外の化石として,植物化石と生痕化石が

発見されている.特にブロック3からは保存の良いシダ植物

化石や,長さ45cm,太さ10 cmの材化石が産出した.同

ブロックには,直径5 mmほどのパイプ状の生痕化石も見ら

れた.

なお,岩ヰ冒層序の章でも触れたが,下相の窯瀬川河床から

西方約2 kmの下惣川(Fig.2､の☆印A)においても,含大

聖化石泥賛岩に類似した砂質シルト岩が見られる.そこでは

Myophorella sp-などの二枚貝類,アンモナイトの螺環の一

部,シダ植物化石が産出し,生痘化石も観察されている.ま

た,安家谷川沿いの道路脇(Fig.2の☆印B)に露出する砂

賛シルト岩からは,小型の二枚貝化石が産出した.

泥質岩のフツ化水素酸エッチング面の観察

i. a的と手法

泥質岩は細粒なため,野外ではその粒度や堆積構造を把握

することが難しい.フツ化水素酸エッチング処理を施すこと

により,岩石表面を化学的に風化させ,微妙な粒度の違いや

堆積構造･生物擾乱の有無などが観察できるようになる

(Fig.7).エッチング処理後の試料は,全体的に白味がかっ

た色に変化するため,炭葉物は黒色の斑点として容易に認識

できる.

泥質岩が卓越する下相層において,含大型化石泥質岩岩塊

と,その他の泥岩との違いを明確にすることを試みた.その

結果,泥質岩中に普遍的に含まれている炭質物の見かけのサ

イズには,明瞭な違いが認められることが明らかとなった.

本研究では,黒瀬川河床に分布する古市層および下相層の泥

質岩34試料に対して,エッチング面の観察を行った.

本研究で用いたエッチング処理の手法について述べる.梶

質岩試料を岩石カッターでなるべく層理面に直交する方向で

切断する.切断した試料を,濃度5 %のフッ化水素酸溶液

に約8時間反応させたあと,水洗を施し,さらに水に約1

日浸透させて酸抜きを行う.その後,試料を自然乾燥させた

うえで,その表面について肉眼観察および実体顕微鏡を用い

た鏡下観察を行った.ただし,香断を受けていて小さく崩れ

てしまう試料については,切断せずにエッチング処理をし,

観察した.

2.エッチング面の観察結果

エッチング面の観察から,泥賛岩の粒度,生物擾乱の程度

および炭質物に着目し,泥賛岩を次の4つに大別した.

①極めて均質で淘汰が良く,細粒で塊状な泥岩(Fig.7.b).

炭質物の含有量は少ない.

②平行菓埋をもつ泥質岩(Fig.7.c).級化層理を確認でき

る試料もあり,その場合は地層の上下判定にも有効となる.

個々の薬理の下部は中粒～粗粒シルトからなり,漸移的に上

方に極細粒～細粒シルト岩へと級化する(Fig.7.c).炭質物

の量は①に比べて多く,葉理にそって濃集する場合もある.

③生物擾乱を受けて粘土とシルトが斑点状に混在する泥賛

岩(Figs.7.a2, 7.d).多くの場合,不均質･不淘汰で中粒～

粗粒シルト岩からなる.また,粗粒砂サイズまでの粒子が点

在するものもある.処埋前に塊状と判断した泥岩のほとんど

がこれに当てはまる.なかにはパイプ状の生痕化石が,薬理

構造を乱している様子を確認できる試料もある.炭質物はエ

ッチング面に散在して見える.
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Fig.7. Photographs of etched mudstone surface, al: Unetched sample of massive mudstone. Textures are poorly visible. a2:

Etched surface of sample al. The black grains are carbonaceous matters, b: Massive fine-grained mudstone without sedimen-

tary structures, c: Laminated siltstone. Note the occurrence of burrow parallel to bedding plane (arrow). d: Bioturbated thin-

bedded mudstone. e: Massive sandy siltstone containing abundant plant debris.
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④上記の①～③の泥質岩と比べて明らかに粒度が粗く,生物

擾乱によってほぼ均酎ヒした塊状砂質シルト岩(Fig.7.e).

炭葉物の含有量が多い･

以上の4つに区分した泥貫岩と,黒瀬川河床における岩相

層序との対応関係について述べる･ ①については,主に古市

層の泥岩や下朝層下部の泥岩が相当する･また,下相層の泥

岩中にレンズ状に挟まれるノジュール様の泥賛岩もこのタイ

プにあてはまる. ②および③のタイプは,下相層の大部分を

占める泥岩がヰ日当する.両者の差は,生物擾乱を被った程度

の差を反映しており,特定の層準に卓越するものではない.

④の泥岩は下欄層中部の含大型化石泥賛岩が相当する.

3.炭窯物のサイズ区分と変化

泥質岩中に含まれる炭質物について,見かけの長辺を計測

し,砕屑粒子の粒度区分を参考に,便宜的に次の5つのサイ

ズに区分した.すなわち, '極小(1/8mm以下), `小(1/8

1/2mm), `中'(1/2-2mm), `大(2-64mm),魔大(64

mm以上)の5つである.また,泥岩試料中に含まれる炭質

物の最小サイズと最大サイズの間をサイズ分布とし,これを

Fig.8に太い実線で表現した.

古市層の泥岩に含まれる炭質物は`極小'サイズのものに

限られる.シルトサイズの砕屑物粒子よりも小さく,肉眼で

は観察できないが,鏡下において認識することができる.下

相層の下部から中部にかけては,古市層の泥岩に特徴的な

懐中'サイズの炭葉物のみならず, `小'サイズのものが多

く見られる.下相層上部の泥岩には,最大で'*'や`大'

サイズの炭質物が含まれるようになる.中部の含大型化石泥

賛岩岩塊には`極小'から`極大'までの様々な大きさの炭

質物を多量に含む.最大の材化石は,長さ40 cmを超える.

窯瀬川河床における連続層序に対して,上位に向かって炭

質物の粒径が大きくなる傾向が読み取れる.含有量について

は,定量化していないが,古市層や下相層下部では少ない.

また,下相層では,上位へ向かって多くなる傾向にある･一

方,下相層の中部に含まれる含大型化石泥賛岩岩塊は,本河

床の中で唯一　健太'サイズまでの炭質物が多量に含まれて

いる.つまり,下相層の泥岩と,含大型化石泥賛岩岩塊との

間には,岩相および含有する炭質物において,明瞭な違いが

認められる.

考　　　　　察

1.今井谷層群下相層の堆積環境

下相層の堆積環境について,その岩相に基づいて検討を加

える.下相層は,泥岩と砂岩泥岩互層が卓越する地層である･

特に黒瀬川河床では泥賛岩が卓越し,ところどころにタービ

ダイト砂岩が挟まれる.明瞭な砂岩泥岩互層は下相層の上部

においてのみ見られる.このうち泥賛岩中にはしばしば級化

層理をもつシルトと粘土からなる薬理構造が見られ,低密度

混濁流から生じた細粒タービダイトに比較できる･また,i

部の砂岩層には,明らかにブロック化したものやスランプ袴

曲も認められ,下相層の一部には斜面相を示唆する堆積物が

存在している.

次に,化石相の観点から検討を加える.黒瀬川河床におけ

2004-3
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る下相層中部の含大型化石泥質岩にのみ,海生動物化石が豊

富に含まれる.これに対して,他の層準の泥賛岩では,エッ

チング観察の結果,生痕化石の存在が確認されたものの,含
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大型化石泥質岩に含まれるような海生動物化石は産出してい

ない.砂岩についても同様に,生痕化石が認められたのみで

ある.このことは,含大型化石泥賛岩を除く下相層の堆積場

が,大型の海生動物に富む陸棚域ではなく,より深い環境に

あった可能性を示している.

以上のように,下相層の岩相および化石相から推測される

堆積環境としては,斜面域が考えられる.

2.含大型化石iJE雲岩の埋積環境

前述した含大型化石泥質岩岩塊の特徴として,以下の4点

をあげることができる.含大型化石泥賛岩は, 1)周囲の泥

岩層に比べて粗粒な砂質シルト岩からなる. 2)全体に生物

擾乱を強く受けており,塊状を室する部分が多い. 3)保存

良好の海生動物化石を産する. 4)炭質物の含有量が多く,

材化石も多産する.以上の特徴から,含大型化石泥質岩の堆

積環境は,海生生物が多数生息する浅海域であったと推察さ

れる.つまり,含大型化石泥貫岩の初生的な堆積場は,先に

述べた下相層の堆積場とは異なっていたことを示唆してい

る.

下相層の上位に重なる中津川層の砂岩や泥岩からは,アン

モナイトHybonoticeras sp.,二枚貝,珪化木などの大型化

石が報告されている(中川ほか, 1959).筆者らのこれまでの

調査においても,中津川層の泥岩から,アンモナイト,二枚

貝,ウニなどの化石を得ている.この泥岩は塊状で,炭質物

に富み,大型化石を散点的に含んでいる.また,現地性を示

す石灰岩の上位に重なる石灰質な砂賛泥岩からは,腕足額,

二枚貝,生痕化石などの大型化石を発見している.他地域の

鳥巣層群においても,二枚貝やアンモナイトなどの大型化石

は,現地性の鳥巣式石灰岩と同層準ないしは上下の層準にあ

たる石灰質泥岩や石灰質砂岩などから産出していることが多

い(Kobayasl:亘1935;木村, 1956;田村, 1960など).この

ような化石の産出状況から,大型化石は礁性石灰岩の形成場

に近接した陸棚上の堆積物中に含まれることが多いといえ

る.

下相層の含大型化石泥質岩の岩相･生相上の特徴は,炭質

物に富み,生物擾乱を被り,動植物群を産出することであり,

中津川層の大型化石を産出する泥岩によく似ているといえ

る.したがって,含大型化石泥賛岩は,この中津川層の泥岩

と類似した環境で堆積した地層である可能性が高い.つまり,

含大型化石泥賛岩の初生的な堆積環境としては,中津川層と

同様,陸棚域が想定される.

窯瀬川河床において, 4つのブロックとして認識される含

大型化石泥賛岩岩塊の問には,粒度の違い,堆積構造の有無

などに相違が認められる.この違いは,初生的な堆積場にお

ける層準の差を反映しているものと思われる.ただし, 4つ

のブロックから産出した化石群集はともに類似しており,覗

段階ではもとの層序を復元することはできない.つまり, 4

つの含大型化石泥質岩岩塊は,ともにほぼ同-の陸棚環境で

堆積していた地層と考えられる.

3.含大型化石m雲岩岩塊のiFE在化とその時期

黒瀬川河床での下相層中部の含大型化石泥質岩は,周囲の

泥岩中にブロック状にとりこまれ　孤立しているように見え
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る.また,含大型化石泥賛岩は陸棚域で形成されたと考えら

れる.一方,周囲の泥岩は斜面域の堆積物に比較できること

から堆積場を異にする.これまで述べてきたような,産状の

観察事実ならびに岩相および化石相の差異から,含大型化石

泥質岩は翼地性岩塊として泥岩中にとりこまれているといえ

る.

含大型化石泥賛岩と周回の泥質岩との接触関係について

は,ブロック2や4において,岩塊と周囲の泥岩とは明瞭で

あるが,不規則な境界をもって密着して接し,漸移しない様

子が観察された.このような産状から,含大型化石泥質岩と

周囲の泥質岩とは,巨篠と基質の関係にあるものと判断でき

る.しかし,下相層中部の泥岩には,含大型化石泥賛岩以外

の其地性岩塊が見られない.また,含大型化石泥質岩中には

末固結時の変形構造が認められず,周囲の泥質岩中にもスラ

ンプ構造などの顕著な構造変形は見られない.したがって, 4

つの岩塊は,土石流堆積物のような高密度流や大規模なスラ

ンプ堆積物ではなく,滑動もしくはクリープによって,より

深い斜面域の堆積盆へともたらされた可能性が考えられる.

黒瀬川河床以外の地点でも,下相層からは黒瀬川河床のも

のと類似した含大聖化石泥質岩が見出されている(Fig.2).

つまり,下相層は局所的に含大型化石泥質岩からなる異地性

岩塊を含む地層であり,黒瀬川河床の含大型化石泥賛岩岩塊

の存在はその一例を代表しているといえる.以上のことから,

下相層の堆積場には,アンモナイトを含むような浅海域の地

層が散発的に崩壊し,異地性岩塊として供給されていたと考

えられる.

前述のとおり,ブロック2を除く3つの含大型化石泥嚢岩

岩塊から, Hybonoticeras属のアンモナイトが産出した.

Hybonoticeras属はKimmeridgian中期からTithonian前

期を示す(Arkell et alっ1957).特にHybonoticeras

hybonoturn Oppelは,テチス地域におけるTithonian階最

下部の化石帯であるHybonoticeras hybonotum帯を特徴

づける種である.したがって,少なくとも3つの含大型化石

泥質岩岩塊の原岩が堆積した年代は, Kimmeridgian中期か

らTithonian前期が示唆される.一方,岩塊を含む周囲の地

層の年代については,放散虫化石から今井谷層群の年代はジ

ュラ紀後期(Tithonian)とされている(八尾ほか, 1982).

下相層の上位層である中津川層からもHybonoticeras属の

アンモナイトが報告されている(中川ほか, 1959).これらを

考慮すれば,含大型化石泥賛岩の混在時期は, Tithonian前

期と推定される.

これらの考察を踏まえ,下相層の上下の地層を含めた大局

的な堆積環境について検討を加える.下相層の下位層である

古市層は,泥岩が卓越し,石灰岩岩塊を含むことから,下相

層と頬似した環境,すなわち斜面で堆積した地層と考えられ

る.また,下報層の上位に整合に重なる中津川層は,現地性

を示す礁性の石灰岩を含むことから,大陸棚ないしそれ以浅

の環境で堆積した地層であるといえる.一方,層序的義下位

の斗嚢野層群は,付加体と考えられている(松岡, 1984;

Matsuoka, 1992など).したがって,付加体の上位に位置

し,斜面ヰ冒から浅海相の特徴を有する地賛体である古市層,
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今井谷層群下欄層および中津川層は,付加体被覆層であると

判断される.

ま　　と　　め

上愛媛県城川地域に分布する今井谷層群下相層において,

含大型化石泥賛岩が泥岩中の其地性岩塊として混在する産状

を発見した.

2.含大型化石泥質岩は,生物擾乱を受けて塊状となった砂

賛シルト岩からなり,腕足蜜,二枚貝,ウニ,アンモナイト

および材化石などの大型化石を含む.

3.エッチング処理を施した泥賛岩を観察した結果,含大型

化石泥賛岩岩塊は基質の泥岩よりも粗粒な炭葉物を含むこと

が明らかになった.

4.下相層の含大型化石泥賛岩の岩相･生亜上の特徴から,

含大型化石泥賛岩の初生的な堆積環境は,中津川層と類似の

陸棚域が想定される.また,その初生的堆積時期は, Kim-

meridgian中期からTithonian前期が示唆される.

5.含大型化石泥賛岩は,斜面崩壊に伴いブロック化し,下

相層形成場である斜面域の堆積盆へと移動し,泥岩中に混在

した異地性岩塊であると考えられる.

6.含大型化石泥賛岩岩塊の混在化の時期は, Tithonian前

期と推定される.
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(要　旨)

愛媛県城川地域の上部ジュラ系下相層中の含大型化石泥質岩岩塊

武井雅彦･松岡　篤, 2004,愛媛県城)冊也域に分布する上部ジュラ系今井谷層群下相層中

の含大型化石泥質岩岩塊･地雲雑, 110, 146-157. (Takei, M. and Matsuoka, A., 2004,

Megafossil-bearing mudstone blocks in the Oriai Formation of the Upper Jurassic Imaidani

Group in the Shirokawa area, Ehime Prefecture, Southwest Japan. Jour. Geol. Soc. Japan,

110, 146-157.)

愛媛県城川地域に分布する今井各層群下相層において,泥岩中に異地性岩塊として混在

する含大型化石泥賛岩を発見した.含大型化石泥質岩岩塊は,生物擾乱を受けた塊状の砂

賛シルト岩からなり,腕是類,二枚貝,ウニ,アンモナイトおよび材化石などの大型化石

を含む.岩塊は,周囲の泥岩と密着しており,漸移関係は示さない.エッチング処理を施

した泥質岩を観察した結果,含大型化石泥賛岩岩塊は基翼の泥岩よりも粗粒な炭質物を含

み,特異的であることが明らかになった.含大型化石泥貫岩の初生的な堆積場は,陸棚以

浅の浅海環境が想定される.含大型化石泥質岩は,浅海域での斜面崩壊に伴いブロック化

し,下相層の形成場であるより深い斜面域の堆積盆へと移動し,泥岩中に混在したものと

考えられる.岩塊に含まれるアンモナイトと今井谷層群の年代から,混在化の時期はジュ

ラ紀末期(Tithonian前期)と推定される.
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